
  図書館カレンダー (○のある日は休館日、網かけは午後5時まで) 横浜市立図書館一覧 

日 月 火 水 木 金 土 図 書 館 電話番号 図 書 館 電話番号 

     1 2 中央図書館 262-0050 瀬谷図書館 301-7911 

3 4 5 6 7 8 9 旭図書館 953-1166 都筑図書館 948-2424 
10 11 12 13 14 15 16 泉図書館 801-2251 鶴見図書館 502-4416 
17 18 19 20 21 22 23 磯子図書館 753-2864 戸塚図書館 862-9411 
24 25 26 27 28 29 30 神奈川図書館 434-4339 中図書館 621-6621 

８ 
月 

31 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 金沢図書館 784-5861 保土ケ谷図書館 333-1336 

日 月 火 水 木 金 土 港南図書館 841-5577 緑図書館 985-6331 

 1 2 3 4 5 6 港北図書館 421-1211 南図書館 715-7200 
7 8 9 10 11 12 13 栄図書館 891-2801 山内図書館 901-1225 

14 15 16 17 18 19 20     
21 22 23 24 25 26 27 
28 29 30 ・ ・ ・ ・ 

９ 
月 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 

開館時間 
●火曜日～金曜日： 午前９時30分～午後７時 （中央図書館は午後８時30分まで
ただし、学習室・児童書コーナーは午後７時まで） 

●土曜日・日曜日・月曜日・祝(休)日： 午前９時30分～午後５時 
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    ＹＯＫＯＨＡＭＡ 
      図書館めぐり 
      第１回 戸塚図書館 

@ Libミニブックリスト (８) 基礎データ （H20.3.31現在）
昭和53年11月１日開館 
蔵書数       153,578冊
年間貸出冊数  464,012冊
一日平均入館者数 1,467人

新連載！ 

「オリンピックをもっと楽しむ」

  

 戸塚駅は、乗降客数が横浜 

市内で第２位！ 地上にはＪＲ 

戸塚駅。なんとホームの一部は 

桜の名所、柏尾川の橋の上に 

あるのです。地下には横浜市営 

地下鉄。昭和62年に地下鉄が 

戸塚に延びて「戸塚にタッチ。」。人気漫画 

人気漫画のキャラクターがポス 

ターなどに使われました。 

再開発工事中の戸塚駅の西 

口から歩いて７分、「図書館通 

り」を行き突き当たりの「戸塚セ 

ンター」１階に、戸塚図書館が 

あります。２階は地区センター、 

３階は公会堂となっており、さま 

ざまな活動・発表の場としてにぎわっています。図書館にも 1 日

を通じて、幅広い年齢の方々にお越しいただいています。戸塚

図書館には 15 万冊以上の蔵書がありますが、特に調べもの用

の参考図書は約1万冊で、中央図書館に次いで多く、地域図書

館で最多となっています。 

 戸塚図書館は今年、開館 30 周年を迎えます。インターネット

が利用できる端末を設置したり、読み聞かせなどの活動に役立

つ「児童書研究コーナー」を開設したりしました。ますます皆様の

お役に立つ図書館になっていきたいです。これからもよろしくお

願いいたします！ 

戸塚図書館司書がすすめる、＜戸塚区を知るための３冊＞ 

＊「戸塚区史」（戸塚区史刊行委員会） 

戸塚区の歴史を調べるための基礎資料。 

＊「戸塚いまむかし」（郷土出版社） 

戸塚の今昔を写真で比べられます。 

＊小冊子「とつかＦａｃｔｏｒｙ」 

（横浜市戸塚区役所地域振興課） 

戸塚のものづくりがわかります。 

８月はいよいよ北京オリンピックが開催されます。オリンピック

をより深く楽しむための図書を紹介します。 

●『オリンピック事典 ポケット版』  
日本オリンピック・アカデミー「ポケット版オリンピック事典」編
集委員会／編 楽 2008 

開催地の決め方や放送権などオリンピックのしくみや歴史、記 
憶に残る選手とオリンピック教育などがわかる1冊です。 

●『ニッポン五輪メダルプロジェクト』  
岡田忠／著 朝日新聞社（朝日新書） 2008 

2006年冬季トリノ五輪までに日本が獲得したメダルは369 
個。その中から 61人の選手と６チームのメダルへの軌跡と
時代背景が語られます。巻末に日本人メダリスト一覧あり。 

●『若きアスリートへの手紙』 
ナディア・コマネチ／著 鈴木淑美／訳  
青土社 2004 

ルーマニアの白い妖精－ナディア・コマネチ。 
1976年モントリオールオリンピック女子体操 
で10点満点を連発し、鮮烈な印象を残し 
たヒロイン。10代にして世界の頂点を極め、 
自由を求めて祖国亡命を決行した半生を自ら記した本で
す。 

●『泳いで帰れ』 奥田英朗／著 光文社 2004 
直木賞作家のアテネオリンピック観戦記。女子マラソン野口 
みずき選手のゴールシーンに感動し、バントを繰り返す日本
野球チームに失望する。炎天下での体も心も熱い 10 日間
の記録。 

●『国のうた』 弓狩匡純／著 文藝春秋 2004 

オリンピックの表彰台で流れる国歌。そこには 
どんな意味がこめられているのか。それを探 
ると、各国の歴史・宗教・民族・人々の想いが 
見えてきます。87か国の国歌の原詞、日本 
語訳、概略、解説を収録。今はなき国々の歌 
も紹介しています。 

 

４ 


